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市長相談日

「市民 と市長の 日」を 3月 1日

(月曜 日)午前 9時から1午後 4時

時ま で市役所3階市長室で行い

ます。気軽におでかけくだきし、。

主な内容

食昭和49年度一般会計・特別会計決算の公表・・・ 2 ・3頁

*買物ついでに気軽に利用、提言箱「こだま」ー・・・・… 4頁

交交通事故で家庭をこわさないで
第 3国交通安全県民大会一.....一一."....4頁

会軽自動車・バイクの廃車届は本人が早目に・・・…… 5頁

会いた‘ずらはやめよう 。公衆便所が泣いています...6頁

会国保だより特集…・・・・・・・・....…一..一一.(中おりこみ4頁)
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，224万円

E 成

，126万円

昭
和
四
十
九
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
の
決
算
が
十
二
月
定
例
市
議
会
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
内
容
を

公
表
し
ま
す
。

一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額
七
十
五
億

四
千
百
四
十
五
万
八
千
二
百
四
十
七
円

歳
出
総
額
七
十
三
億
五
千
四
十
万
五
千

八
百
六
十
九
円
と
な
り
、
差
し
引
き
一

億
九
千
百
五
万
二
千
三
百
七
十
八
円
の

黒
字
決
算
で
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

前
年
度
と
比
較
し
て
み
る
と
、
歳
入
総

額
で
は
一
二
四
・
九
%
。
歳
出
総
額
で

は
一
二
三
・
八
%
の
伸
長
率
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
で
歳
入

総
額
の
四
二
%
を
占
め
、
つ
い
で
地
方

交
付
税
、
国
庫
支
出
金
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
老
人
医
療
、
保
育
園
の

建
設
、
同
和
対
策
事
業
、
乳
幼
児
医
療

な
ど
民
生
費
が
二
六
%
を
占
め
、
つ
い

で
教
育
施
設
の
整
備
拡
充
、
道
路
の
舗

装
改
良
、
都
市
計
画
事
業
、
住
宅
建
設

農
業
の
振
興
促
進
、
商
工
観
光
の
振
興

開
発
、
公
害
防
止
な
ど
の
事
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

特
別
会
計
決
算

特
別
会
計
は
、
各
会
計
と
も
計
画
ど

お
り
の
事
業
を
行
い
、
国
民
健
康
保
険

事
業
な
ど
八
会
計
合
計
で
、
七
千
三
百

六
十
日
万
千
二
百
二
円
の
黒
字
決
算
で

2，655万円

2，007万円

な
お
、
一
般
会
計
か
ら
、
公
共
下
水

道
事
業
へ
九
千
八
百
五
十
四
万
五
千
円

国
民
健
康
保
険
事
業
へ
七
千
三
百
六
万

一般会計決算の状況(単位万円)4，211万円

歳入総額75憶4，145万円・歳出総額73憶5，040万円
(100%) (100%) 3，421万円

l歳 入|

六
千
円
、
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
三
千
七
百
六
十
七
円
を
一
般
会
計
か
ら

二
千
九
百
四
十
三
万
八
千
七
百
六
十
七
繰
り
入
れ
ま
し
た
。
(
@
グ
ラ
フ
は
、

円
な
ど
、
合
計
二
億
千
九
百
四
十
四
万
万
円
単
位
以
下
を
切
り
捨
て
ま
し
た
。)
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9114，561万円(12.5%)

51意9，805万円(7.9%)

311意8，017万円(42.2%)

14億2，376万円(18.9%)

1 1意

方

税

庫

金

入

付

出

収

市

地

交

国

支

諸

税

県支出金

債

分担金及
び負担金

財産収入

市

民生費

1 1意3 4 51:意10f意
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特別会計の主な事業状況

国民健康保険事業

国保加入状況 世帯数12，143

(加入率41.30%)

被保険者数34，839人

(33.05%) 

保険給付状況 件数 233，003件

費用額 16億6，881万円

保険者負担分 11億6，666万円

受 診 率受診件数 210，878件

(604，95%) 

被保険者 1人当費用額 47，448円

保険者負担額 33，043円

高額療養費給付状況件数 647件

I給付額 1，675万円

1件当給付額25，889円

交通災害共済事業

共済掛金収入(60，767人 )1，677万円

見舞金支給状況(263件 )1，205万円

同和地区住宅新築資金等貸付事業

貸付額 (46件)7，640万円

土地取得事業

公有財産購入 ( 4件)6，822万円

補償補填(2件) 954万円

公共下水道事業

公共下水道建設 2億2，195万円

一般会計の主な使いみち

民生費

老人医療費

2億 1，272万円

身体障害精神薄弱者援護

1億0，503万円

同和対策補助事業

3，927万円

国分・トキワ保育園新築

(用地費含む)

9，520万円

乳幼児医療費

1，175万円

教育費

塩尻・神川・豊殿小学校舎改築

1億7，402万円

第四中学校舎新築

2，658万円

第二中学校プール新設

2，035万円

伊勢山・塩尻同和集会所建設

(用地費含む)

1，589万円

*・*・*・*

土木費

道路舗装新設改良121か所

H意8，862万円

学海団地30戸・前山 3戸

市営住宅建設

8，224万円

市営住宅敷地購入および造成

3，126万円

交 通 安 全 施 設26か 所

2，655万円

都市計画街路事業 5か所

2，007万円

商工費

上回公園用地買収及び整備

605万円

農林水産業費

農業改善事業(ほ場繋備補助)

9，255万円

水稲技術振興など農業振興

4，211万

農道水路新設改修事業

3，421万円

特別会計決算の状況(単位万円)

歳 入 出

総額
21 i意9，210万円

交通災詩的闘1.795万円

食肉センタ一
事業

土地取得事業

、、、、、
1

，fJ
r
'

業事道水下共公

国民健康保険
事業

歳

総額
21億 1，849万円

(1県支



市
政
に
対
し
、
日
ご
ろ
お
気
づ
き
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
買
い
物
な
ど
外
出

つ
い
で
に
ふ
と
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
柏

極
的
、
建
設
的
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
聞
き
し
、
市
政
に
生
か
し
、
明
る
い

住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、

昨
年
一
月
に
設
置
し
た
、
市
政
提
言
箱

「
こ
だ
ま
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
有

効
に
利
用
さ
れ
、
一
年
間
で
五
十
八
通

の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

提
言
の
内
容
は
、
市
民
生
活
に
結
び

つ
い
た
民
生
部
関
係
が
最
も
多
く
十
九

通
、
商
工
部
が
十
一
通
、
建
設
部
、
教

育
関
係
が
そ
れ
ぞ
れ
八
通
な
ど
で
、
公

害
、
清
掃
に
つ
い
て
、
予
防
接
種
に
つ
い

て
、
道
路
、
遊
園
地
の
整
備
に
つ
い
て
、

観
光
に
つ
い
て
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
ご
意
見
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

場
所
で
は
、
八
十
二
銀
行
上
回
支
庖

ロ
ビ
ー
が
三
十
五
通
で
最
も
多
く
、
以

イ
「
、
前
田
陣
匹

L
L
岡
田

ω肌
修
付
ム
o
a
Eル
1

〆
稲
也
、
同
H
W
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気軽に利用

提言箱「こだま」月平均5通

4
司
提
言
箱
「
こ
だ
ま
」

て
い
や
五
通
の
順
位
、
男
女
別
で
は
、

男
三
十
五
通
、
女
二
十
三
通
で
比
率
は

女
一
に
対
し
男
一
・
五
二
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
無
記
名
提
言
も
男
女
そ

れ
ぞ
れ
五
通
づ
つ
あ
り
、
月
平
均
五
通

弱
の
提
言
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
こ
だ
ま
」
の

設
置
場
所
を
変
更

以
上
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

買
い
物
な
ど
外
出
つ
い
で
に
気
軽
に
投

書
で
き
る
よ
う
に
設
置
し
た
場
所
へ
の

提
言
が
多
い
の
と
、
場
所
に
よ

っ
て
、

い
た
ず
ら
さ
れ
た
所
も
あ

っ
た
た
め
、

今
年
か
ら
次
の
場
所
に
変
更
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
積
極
的
、
建
設

的
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
八
十
二
銀
行
上
田
支
庖
ロ
ビ

l

マ
上
田
市
公
民
館

マ
塩
田
解
放
会
館

マ
川
西
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

伺

v
b訓

川
市

山
市
m
r

耳
川
内
M

・6viM
I
l
l

交
通
事
故
で

家
庭
を
こ
わ
さ
な
い
で

「
交
通
遺
児
が
訴
え
」

第
三
回
交
通
安
全
県
民
大
会

第
三
国
交
通
安
全
県
民
大
会
が
、
一

月
二
十
六

日
、
市
民
会
館
で
、
石
井
市

長
、
西
沢
知
事
を
は
じ
め
、
上
小
地
区

の
安
全
協
会
員
や
一
般
市
民
約
千
六
百

名
が
参
加
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
市
内
の
医
学
博
士

小
林
茂
さ
ん
が
、
交
通
事
故
に
よ
る
脳

へ
の
影
響
と
危
険
性
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
必
要
性
な
ど
「
交
通
事
故
と
煩
部

外
傷
」
に
つ
い
て
写
真
や
映
画
で
実
験

実
例
を
あ
げ
て
講
演
、
交
通
事
故
の
恐

ろ
し
き
を
訴
え
ま
し
た
。

提言発表する田中三枝子さん惨

健
全
な
運
営
に
ご
協
力
を

! I日現在)

提
言
発
表
で
は
、
交
通
遺
児
を
代
表

し
て
、
五
年
前
交
通
事
故
で
父
親
を
な

く
し
た
、
城
下
小
学
校
五
年
生
の
田
中

三
枝
子
さ
ん
が
、
「
母
親
が
病
気
の
時

は
、
家
事
な
ど
で
つ
ら
い
思
い
を
し
た

が
、
そ
の
時
も
母
は
父
の
こ
と
を
一
言

も
い
わ
な
か
っ
た
。
父
が
い
な
い

こ
と

は
、
さ
び
し
く
、
時
に
は
つ
ら
い
こ
と

も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
父
の

こ
と
を
な
る
べ
く
考
え
ず
に
、
母
を
た

す
け
明
る
く
元
気
に
暮
ら
し
て
行
き
た

い
。
ま
た
、
交
通
事
故
は
恐
ろ
し
い
。
二
度

と
わ
た
し
た
ち
の
よ
う
な
、
悲
し
い
家

庭
は
作
ら
な
い
で
ほ
し
い
」
と
元
気
よ

く
発
表
。
つ
つ
い
て
、
高
校
生
を
代
表
し

て
、
上
回
東
高
校
二
年
生
の
柳
沢
薫
さ

ん
が
「
自
分
の
不
注
意
か
ら
お
き
た
事

故
や
違
反
、
ま
た
、
中
学
同
級
の
女
生

徒
が
相
手
の
不
注
意
に
よ
っ
て
事
故
に

あ
い
死
亡
し
た
事
故
な
ど
か
ら
、
交
通

ル
!
ル
の
遵
守
こ
そ
、
交
通
事
故
防
止

の
最
大
の
決
め
手
で
あ
る
」
と
、
交
通

法
規
、
交
通
道
徳
の
厳
守
を
訴
え
ま
し

た。
ま
た
、
優
良
自
動
車
運
転
者
、
交
通

功
労
者
や
団
体
、
百
十
三
名
と
二
十
二

団
体
に
、
西
沢
知
事
か
ら
、
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全

運
転
に
努
め
る
。
飲
酒
運
転
を
追
放
す

る
三
な
い
運
動
の
徹
底
。
家
族
ぐ
る
み

の
交
通
安
全
運
動
の
推
進
な
ど
「
交
通

安
全
宣
言
」
を
係
択
し
ま
し
た
。
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保険税は納期限までに

必ず納めましょう。

えつ広 報

特

ー(1)

集

を
け

力
受

め
体
を

た
す
断

く
え
診

築
か
康

を
ね
健
。

活
は
に
う

生
を
的
よ

な
気
期
し

康
病
定
ま

健

1

2
課〕金年保〔国

健
全
な
運
営
に
ご
協
力
を

上
田
市
め
国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
今
日
ま
で
順
調
に

運
営
で
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し

ま
す
。
老
人
医
療
費
の
無
料
化
、
高
額

療
養
費
の
支
給
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

希
望
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
医
療
費

の
増
大
に
よ
り
国
保
財
政
を
圧
迫
し
て

い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。

四
十
九
年
度
上
田
市
の
統
計
に
よ
る

と
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
う
ち

老
人
の
占
め
る
割
合
は
九
・
八
%
、
医

療
費
の
費
用
額
の
う
ち
老
人
の
占
め
る

割
合
は
二
六
・
六
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
高
額
療
養
費
は
昨
年
四
月
か
ら

九
月
診
療
分
ま
で
の
六
ヶ
月
聞
の
月
平

均
件
数
は
約
二
四

O
件
、
高
額
療
養
費

と
し
て
支
給
さ
れ
た
額
は
約
七
百
十

r

円
と
大
き
な
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。

国
保
運
営
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
に
は
、

保
険
の
給
付
が
適
切
で
財
政
が
堅
実
で

な
け
れ
ば
運
営
は
な
り
た
ち
ま
せ
ん
。

国
保
財
政
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
の

は
固
か
ら
の
補
助
金
と
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
保

険
税
で
す
。

保
険
税
に
つ
い
て
は
医
療
費
の
増
大

給
付
め
改
善
に
よ
り
五
十
年
度
は
自
然

増
分
を
除
い
て
約
二
八
%
増
の
税
率
改

正
を
行
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
不
況 保

険
税
収
入
伸
び
ず
・
... 

の
影
響
が
大
き
く
、
所
得
金
額
が
伸
び

ず
、
保
険
税
の
総
額
は
見
込
み
よ
り
減

少
し
ま
し
た
。

こ
の
減
少
に
よ
り
、
財
政
事
情
は
一

段
と
厳
し
き
を
増
し
、
こ
の
ま
ま
で
は

国
保
運
営
が
困
難
な
状
況
に
な
り
ま
す
、

当
面
の
国
保
財
政
を
深
く
ご
理
解
い
た

だ
き
、
保
険
税
の
納
税
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

国
保
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

根
本
的
な
医
療
保
険
制
度
の
改
正
を
待

た
な
け
れ
ば
解
決
め
で
き
な
い
問
題
で

あ
り
、
現
状
の
ま
ま
で
は
国
保
運
営
は

は
な
は
だ
し
く
困
難
の
度
合
い
を
深
め

る
は
か
り
で
す
。
国
保
に
加
入
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
も
一
人
一
人
が
現
状
を
認

識
さ
れ
健
全
な
運
営
発
展
が
で
き
る
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(50年 12月 l日現在)i兄状加入σ〉国イ呆昨
年
十
二
月
末
現
在
の
上
田
市
国
民

健
康
保
険
へ
の
加
入
状
況
は
、
右
図
の

と
お
り
で
市
民
の
約
三
分
の
一
以
上
の

方
が
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国

回
凶
民
健
山
中
康
畑
町
内
除
ω

に

入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

昭
和
三
十
六
年
か
ら
国
民
皆
保
険
制

度
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
国
民
の
す
べ

て
が
、
な
ん
ら
か
の
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
、
「
病
気
な
ど
し
た
こ
と

も
な
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
保
険
に

入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
わ

け
で
す
。

一
般
の
健
康
保
険
は
次
の
と
お
り
で
す
。

@

会
社
、
工
場
な
ど
の
健
康
保
険
や

健
康
保
険
組
合
の
被
保
険
者
な
ら
び

に
そ
の
被
扶
養
者
。

。
船
員
保
険
、
あ
る
い
は
公
務
員
な

ど
法
律
で
定
め
ら
れ
た
共
済
組
合
の

の
交
通
安
全
運
動
的
推
進
な
ど
「
交
通

安
全
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

保
の
被
保
険
者
は
こ
こ
数
年
減
少
し
て

き
ま
し
た
が
、
昨
年
の
夏
以
降
か
ら
経

済
の
変
化
に
よ
り
、
わ
ず
か
増
加
し
て

い
ま
す
。

被
保
険
者
な
ら
び
に
そ
の
被
扶
養
者
。

O

日
雇
労
働
者
健
康
保
険
の
被
保
険

者
、
な
ら
び
に
そ
の
被
扶
養
者
。

。
国
民
健
康
保
険
組
合
(
医
師
、
歯

科
医
師
な
ど
)
の
被
保
険
者
。

退
職
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
被
保

険
者
で
な
く
な

っ
た
と
き
、
あ
る
い
は

被
扶
養
者
と
し
て
認
め
ら
れ
な
く
な

っ

た
場
合
は
、
次
の
白
か
ら
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



(2)・ー

け
が
を
し
た
と
き
、
病
気
に
か
か

ウ
た
と
き
、
ま
ず
必
要
に
な
る
の
が

保
険
証
で
す
。
こ
と
し
は
そ
の
保
険

証
が
更
新
さ
れ
る
年
で
す
。
六
月
末

に
は
お
手
も
と
に
新
し
い
保
険
証
が

属
き
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

保
険
証
の
有
効
期
間
は
二
年
間
で

す
。
そ
れ
は
無
効
の
保
険
証
を
回
収

し
た
り
、
被
保
険
者
の
資
格
を
正
し

く
確
認
し
た
り
す
る
た
め
で
す
。
現

殺
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
五
十
一

年
六
月
三
十
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の

保
険
証
が
新
し
く

な
り
ま
す

だ(国保だよりキ寺集)えつ広報

届出は

f第3種郵便物認可

正しく

早目に

〔加入・脱退屈など〕

国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
住

4

柑
削
岩
面
持
品
抑
ー
し
た
リ
、
幅
制
1
レ
/
、
叫
U

砕
か
訴
瓜
昨
時
限

です

ロ旦E立当

で
、
七
月
一
日
か
ら
二
年
間
使
用
で

き
る
新
し
い
保
険
証
と
、
現
在
使
用

さ
れ
て
い
る
保
険
証
と
の
交
換
は
六

月
末
に
行
い
ま
す
。

あ
な
た
が
保
険
証
を
受
取
っ
た
ら

1
、
内
容
を
確
め
て
|
|
被
保
険
者

の
氏
名
な
ど
に
間
違
い
は
な
い
か

に
加
入
し
た
と
き
は
、
次
の
こ
と
が
ら

を
ご
ら
ん
に
な
り
正
し
い
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
を
誤
っ
た
り
、
届
出

を
し
な
い
と
き
は
大
き
な
損
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
届
出
の
手
続
き
は
、

市
役
所
市
民
課
窓
口
三
番
、
豊
殿
支
所
、

塩
田
支
所
、

川
西
支
所
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入

し
国
保
を
や
め
る
場
合
に
必
要
な
社
会

保
険
資
格
取
得
証
明
書
、
勤
務
先
の
健

康
保
険
を
や
め
て
国
保
に
加
入
す
る
場

合
に
必
要
な
資
格
喪
失
証
明
書
の

用
紙

は
市
民
課
と
各
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま

b
q

，。

確
め
て
、
裏
面
の
「
注
意
事
項
」
を

よ
く
読
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

2
、
か
つ
て
に
い
ろ
い
ろ
-
記
入
し
な

い
ー
ー
自
分
か
っ
て
に
書
き
直
さ

な
い
で
、
家
族
に
異
動
が
あ
っ
た

と
き
は
、
必
ら
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ

、「ノ。
3
、
治
療
が
す
ん
だ
ら
手
も
と
に
保

管
ー
ー
お
医
者
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

預
け
た
ま
ま
に
し
な
い
よ
う
に
。

4
、
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
返
す
1

1

転
出
や
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
と
き
は
た
だ
ち
に
返
し
て
く

だ
さ
い
。

5
、
紛
失
し
た
と
き

l
lす
ぐ
市
民

課
、
ま
た
は
各
支
所
へ
印
か
ん
を

お
持
ち
の
う
え
届
出
て
再
交
付
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

〈
早
い
届
出
を
〉

世
帯
の
中
で
国
保
に
加
入
し
て
い
る

人
(
被
保
験
者
)
の
資
格
に
異
動
が
あ

っ
た
と
き
は
世
帯
主
が
十
四
日
以
内
に

届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(
下
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
)

〈社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き
〉

国
保
の
保
険
証
で
病
院
、
医
院
で
診

療
を
、
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
必

ら
ず
新
し
い
社
会
保
険
等
の
保
険
証
で

診
療
を
、
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
も
し
資
格

の
な
く
な
っ
た
人
が
国
保
の
保
険
証
を

使
う
と
、
か
か

っ
た
医
療
費
の
う
ち
七

制

剖

ハ

m昨
除
問
与
自

A
H加
担

4
H
v
e
y
+市
ド
九
百
坦
包
直
l
し

A
健
康
保
険
は

生
れ
た
と
き
か
ら

て
い
た
だ
〈
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

返
還
分
は
社
会
保
険
事
務
所
等
か
ら
支

給
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
社
会

保
険
の
保
険
証
が
発
行
さ
れ
た
以
後
の

分
は
支
給
さ
れ
な
い
た
め
大
き
な
損
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
証

の
使
用
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
医
療
機
関
の
窓

口
で
は
保
険
証
の
変

更
を
は

っ
き
り
申
し
出
て
く
だ
さ
い
〉

か
か
り
つ
け
の
病
院
、
医
院
の
窓
口

で
は
新
し
く
加
入
し
た
社
会
保
険
の
保

険
証
を
出
し
て
国
保
か
ら
ぬ
け
た
こ
と

届出に必要なもの

0転入したとき。

。勤務先の健康保険(社会保
険)をやめたとき。

0子どもが生れたとき 。

国f呆lこは 印鑑、社会保険資格喪失証明書

いる場合 印鐙、保険証、母子手帳

印鑑、生活保護廃止通知書

印鑑

こん なときには、届出を

0生活保護が廃止きれたとき。

0転出のとき。

。勤務先の健康保険(社会保
険)に加入したとき。

0死亡したとき。

ど
め
ら
れ
ま
す
。

所
得
割
を
計
算
す
る
場
合
、
土
地
等

の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
や

園保をや

を
は
っ
き
り
話
し
て
く
だ
さ
い
。
社
会

保
険
に
加
入
し
た
直
後
で
、
新
し
い
社

会
保
険
の
保
険
証
が
な
い
と
き
に
病
院

医
院
で
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
勤
め

先
の
担
当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
保
に
加
入
し
、
ま
た
は
脱
退
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
で
あ
る
か
ど
う
か

は
世
帯
主
の
届
出
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

確
め
ら
れ
ま
す
。
忘
れ
た
り
遅
れ
た
り

す
る
と
思
わ
ぬ
迷
惑
や
負
担
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
必
要
な
届
出
は
必
ず
行
い

土品

l
v
ょ
、7
0

める場合

0生活保護が開始されたとき。

0市内て・住所が変ったとき。

。加入者の氏名が変っ たとき。
印鑑、保険証

0世帯主が変ったとき。

印鑑

印鑑、保険証
在学証明書

0世宇野の合併、分緩めとき。

さ
い
。

保
険
証
は
、
国
保
の
被
保
険
者
で
あ

る
こ
と
を
示
す
証
明
書
で
あ
り
、
病

院
や
医
院
で
診
療
を
、
つ
け
る
と
き
必

要
に
な
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き

す
ぐ
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

印鑑、保険証

印鑑、保険証
(社会保険資格取得証明書)

印鑑保険証
(死亡診断書、または死亡証明書)

印鑑、保険証
生活保護決定通知書

国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
を
受
け

た
と
き
は
、
国
保
が
医
療
費
を
病
院
な

ど
へ
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

す
れ



3種郵便

マ
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
の
こ
と
を
納
税
義
務
者
と
い
い
、
そ

の
人
は
世
帯
主
で
す
。
た
と
え
ば
世
帯

主
が
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
入
っ
て
い

て
国
保
の
被
保
険
者
で
な
く
て
も
、
家

族
の
だ
れ
か
が
国
保
に
入
っ
て
い
れ
ば

そ
の
世
帯
主
が
国
保
税
の
納
税
義
務
者

と
な
り
ま
す
。

(
こ
れ
を
擬
制
(
ギ
セ

雇

だ(国保だより特集)ーー第 3種郵便物認可ー

保険税は健康を保つ

えつ広報

大切な財源です

〔必ず納期に納入を〕

国
保
運
営
協
議
会

委
員
の
皆
さ
ん

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
委
員

の
皆
さ
ん
に
は
、
国
保
事
業
の
運
営
に

関
す
る
重
要
な
事
項
で
あ
る
保
険
税
の

税
率
の
改
正
、
保
険
給
付
の
改
正
等
を

審
議
し
て
い
た
だ
く
な
ど
い
ろ
い
ろ
と

ー (3)

康
保
険
を
や
め
て
国
保
に
加
入
す
る
場

合
に
必
要
な
資
格
喪
失
証
明
書
の
用
紙

は
市
民
課
と
各
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま

イ
)
世
帯
主
と
い
い
ま
す
。
)

マ
資
格
発
生
の
月
か
ら
納
め
る

国
保
加
入
の
手
続
き
を
窓
口
で
し
た

と
き
に
は
じ
め
て
被
保
険
者
に
な
っ
た

も
の
と
お
考
え
で
し
ょ
う
が
実
際
に
は
、

上
田
市
に
住
み
は
じ
め
た
と
き
、
ま
た

は
職
場
の
健
康
保
険
の
適
用
を
受
け
な

く
な
っ
た
と
き
か
ら
国
保
の
被
保
険
者

と
な
る
わ
け
で
す
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

と
き
国
保
の
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
保
険
税
は
こ

の
資
格
を
取
得
し
た
月
の
分
か
ら
納
め

ご
苦
労
を
お
ね
が
い
し
て
い
ま
す
。

委
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
方
々
で
任
期

は
二
年
で
す
。

O
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員

原

金

助

き

ん

山
岸

誠

さ

ん

回
中
晃
美
さ
ん
松
井
健
蔵
き
ん

春
原
雅
伸
さ
ん

O
国
民
健
康
保
険
医
お
よ
び
国
民
健
康

診
療
を
、
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
も
し

の
な
く
な
っ
た
人
が
国
保
の
保
険
証
を

使
う
と
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
う
ち
七

企
健
康
保
険
は

生
れ
た
と
き
か
ら

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
届
出
を
忘
れ
た

り
、
お
く
れ
た
り
す
る
と
資
格
取
得
の

月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
医
療

の
給
付
は
市
役
所
に
異
動
届
を
し
、
保

険
者
証
を
交
付
さ
れ
た
と
き
か
ら
で
す
。

届
出
は
必
ら
ず
十
四
日
以
内
に
し
ま
し

ト
み
よ
ー
ノ
。

保
険
税
の
計
算

昭
和
五
十
年
度
の
保
険
税
の
算
定
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し

計
算
さ
れ
た
保
険
税
の
年
税
額
が
十
二

万
円
を
こ
え
る
場
合
は
十
二
万
円
に
と

ど
め
ら
れ
ま
す
。

所
得
割
を
計
算
す
る
場
合
、
土
地
等

の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
や

市
県
民
税
で
は
特
別
控
除
が
あ
り
ま
す

が
、
保
険
税
の
算
定
に
つ
い
て
は
必
要

経
費
を
控
除
す
る
だ
け
で
特
別
控
除
は

あ
り
ま
せ
ん
。

一計算方法一

所 f尋 割

(前年中の総所得金額一基礎
控除額19万円) x千品

資産割
(本年度の土地・家屋の固定

資産税) x議

均等割
被保険者 1人につき 2，900円

平等割
1世帯当り

交
通
事
故
の
国
保
利
用
は

必

ず

届

出

交
通
事
故
な
ど
他
人
の
不
法
行
為
で

ケ
ガ
を
し
て
医
療
機
関
で
手
当
を
受
け

る
と
き
は
、
国
保
に
よ
る
診
療
が
う
け

保
険
薬
剤
師
を
代
表
す
る
委
員

柳
沢
文
秋
き
ん
宮
坂
昌
永
き
ん

小
田
中
益
夫
き
ん
輿
水
一
郎
さ
ん

吉
田
藤
一
き
ん

O

公
益
を
代
表
す
る
委
員

葦
沢
達
き
ん
中
島
藤
士
口
郎
さ
ん

池
上
一

巳
さ

ん

小

山
正
俊
き
ん

小
林
信
一
き
ん

を

ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
ま
ず
病
院

や
医
院
な
ど
に
申
し
出
て
、
次
に
市
役

所
国
保
年
金
課
に
連
絡
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

第
三
者

(他
人
の
)
行
為
に
よ
る
事

故
が
お
き
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
被
害

の
届
出
(
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
)

を
す
る
こ
と
が
、
世
帯
主
と
被
保
険
者

の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
者
行
為
に
よ
る
医
療
も
一
般
の

医
療
と
同
様
に
国
保
の
給
付
の
対
象
と

な
る
こ
と
に
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、 3，800円

国
保
の
保
険
証
を
使

っ
て
医
療
を
受
け

た
と
き
は
、
国
保
が
医
療
費
を
病
院
な

ど
へ
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ

は
加
害
者
(
第
三
者
)
が
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
医
療
費
を
上
田
市
の
国
保

が
か
わ
っ
て
支
払
う
も
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
立
替
え
て
支
払
っ
た
医
療
費
(
損

害
賠
償
金
)
の
請
求
は
国
保
が
被
害
者

(
被
保
険
者
)
に
か
わ
っ
て
、
加
害
者
に

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
軽
い
病
気
や
ケ
ガ
で
も
必
ら

ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
先
は

市
役
所
国
保
年
金
課
窓
口
十
七
番
で
す
。

こ
の
と
き
、
警
察
の
事
故
証
明
や
示
談

が
成
立
し
て
い
る
と
き
は
示
談
書
な
ど

第
三
者
行
為
の
証
明
に
な
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
ら
印
か
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

不
明
な
こ
と
や
、
相
談
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
民
生
部
国
保
年
金

課
国
保
係
(
電
話
⑫
四
一

1
0
0内
線
二

八
一
有
線
②

O
七
一
一
)
か
交
通
相
談

室
、
市
民
相
談
室
(
電
話
⑫
四
一

0
0

内
線
二
一

O
)
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
楽
し
い
生
活

を
破
壊
し
な
い
よ
う
、
お
た
が
い
に

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
事
故
は
一
瞬

補
償
は
一
生

マ
イ
ラ
イ
ラ
は
あ
な
た

自
身
の
赤
信
号

マ

一
秒
ま
つ
心
の
ゆ
と

り
が
身
を
守
る
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談

ん
な
病
気
で
通
院
、
入
院
し
て
い
る
か

を
五
十
年
五
月
の
診
療
分
に
つ
い
て
調

べ
て
み
ま
し
た
。
な
ん
と
い
っ
て
も
高

血
圧
、
心
臓
病
、
脳
血
管
疾
患
の
成
人

病
が
多
く
、
つ
つ
い
て
歯
の
疾
患
で
、

い
ず
れ
も
毎
日
の
生
活
習
慣
が
も
と
で

お
こ
る
病
気
で
す
。
予
防
に
は
十
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
(
第
2
・3
図
参
照
)

(4)ー一

六
七
・
二
%
が

成
人
病
死
亡
者

上
田
市
で
は
一
年
間
に
死
亡
す
る
人

の
六
七

・
二
%
が
脳
卒
中
、
心
臓
病
、

が
ん
で
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

(
昭
和
四
十
九
年
度
県
六
五

・
一
%
、
全

国
五
七
・
七
%
)
と
く
に
、
心
臓
疾
患

の
割
合
い
が
多
く
、
二
十
歳
代
か
ら
の

若
い
男
性
も
死
亡
し
て
い
ま
す
。

肺
炎
、
気
管
支
炎
も
全
国
よ
り
多
く
、

お
年
寄
り
の
か
ぜ
に
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。
(
第

1
凶
参
照
)

だ(国保だより特集)えつ広報

働
き
ざ
か
り
に

多
い
が
ん

が
ん
は
三
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま

で
の
働
き
ざ
か
り
に
多
く
、
こ
の
年
代

で
は
全
死
亡
者
中
四
人
に
一
人
が
が
ん

で
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
は
、
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に

治
療
す
れ
ば
決
し
て
治
ら
な
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
一
回
は
健
康
診
断

を
受
け
、
ま
た
、
危
険
な
食
品
や
、
危

険
な
環
境
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

(第

4
図
参
照
)

ー第3種郵便物認可

診
療
の
ト
ッ
プ
は

循
環
器
の
病
気

上
田
市
の
国
保
の
被
保
険
者
は
、
ど

か
ら
だ
は寒

さ
に
弱
い

病
気
の
方
や
、
お
年
寄
り
は
寒
さ
に

弱
く
冬
期
間
に
な
く
な
ら
れ
る
人
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
を
注
意

、し
±
4
?
し
ょ
、
7
。

①
居
間
を
暖
か
く
し
、

外
出
に
は
防
寒

を
十
分
し
ま
し
ょ
う
。

②
風
巴
は
浴
室
や
脱
衣
所
を
暖
だ
め
で

か
ら
ぬ
る
め
の
湯
に
十
分
程
度
に
し

ま
し
ょ
う
。
(
冬
は
四
十
一
度
ぐ
ら

③
便
秘
を
ふ
せ
ぎ
、
ト
イ
レ
の
中
も
曜

か
く
。
し
び
ん
や
ポ

l
タ
|
ブ
ル
ト

イ
レ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

④
食
事
は
塩
分
の
少
な
い
う
す
味
の
も

の
を
。
漬
物
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
野
菜
や
海
草
類
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
ま

'
し
ょ
、
っ
。

⑥
卵
、
牛
乳
、
魚
、
肉
は
毎
日
食
べ
ま
し

ょ
う
。(
脂
肪
の
多
い
肉
は
の
ぞ
く
)

⑦
お
酒
は
適
量
に
、
飲
み
す
ぎ
な
い
よ

、つ
に
1
v
±
?
し
ょ
、っ。

⑧
た
ば
こ
は
心
臓
、
血
管
、
呼
吸
器
に

悪
い
の
で
ひ
か
え
ま
し
ょ
う
。

健
康
に
つ
い
て
は
、
市
の
保
健
婦
に

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

e 

a 

a 

-ーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーー・ーーーーーーーーー

上田市の主な死因(第 l図)

ー

日。.

滋)山知…一一綴

(第 4図)昭和50年部位別がん死亡

食道…… 5人

肺……… 6人

胃・・・・・・・..31人

すい臓… 4人
伊 6人…..7人
前立腺… 3人
骨……… 3人
肉腫…….2入
手の他… 8人

国
保
加
入
者
の
病
気
の
種
類

通院で治療している(第 2図)

入院して治療している(第 3図)
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上
田
市
の
国
保
の
被
保
険
者
は
、
ど

第 3種郵便物認可ー

上

お
網
棚
匂
り
せ

軽
自
動
車

• 

バ
イ
ク
の

廃
車
届
は
本
人
が
早
目
に

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日
現

在
、
原
動
機
付
自
転
車
(
バ
イ
ク
)
、

軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
他
人
に
譲
り
渡
し
た
と
き
は

早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
廃
車
し
た
の
に
、
税
金
が
か
か
っ
て

き
た
」
と
言
う
問
合
せ
の
大
部
分
は
、

t: えつ広 報

廃
車
手
続
き
を
他
人
に
頼
ん
だ
が
手
続

き
が
し
て
な
か
っ
た
と
、
言
う
の
が
実

状
で
す
。
廃
車
の
手
続
き
は
、
車
の
所

有
者
が
必
ず
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
廃
車
し
た
自
動
車
を
農
作
業

や
諸
用
に
使
用
す
る
と
き
は
、
手
続
き

し
な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
届
出
て
く
だ
き
い
。

訓練生を募集
〔上小高等職業訓練校〕

上小高等職業訓練校では、婦人を対象に、利裁・

編物科の生徒を次により募集します。職業年齢な

ど問いませんので希望者は早目に申し込んでくだ

さい。入校は 4月の予定です。

〔訓練期間〕和裁科・毎週火、金曜日で2年間
午前10時~午後 3時

編物科・毎週火、木曜日で 1年間
午 後 6時-9時

員〕和裁科・ 20名

編物科.30名

用〕和裁・編物科とも月額2，000円

所〕和裁科・上小高等職業訓練校

編物科・林編物教室
(中央四，訓練校分室)

〔申込期間)2月15日(日)-3月15日(月)

〔申込受付・お問合せ〕上小高等職業訓練校
(天神2-4-55，

宮⑫2666)

〔入校金)1，000円、申し込みの時必要です。

ー (5)

〔定

〔費

〔場

〈
廃
車
の
手
続
き
〉

1
、
軽
自
動
車
は
、
長
野
県
自
家
用
自

動
車
組
合
上
小
支
部
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫

O
五
九
五
)

2
、
原
動
機
付
自
転
車
(
守
ハ
イ
ク
)
は
、

市
役
所
市
民
税
課
、
塩
田
・
川
西
支

所
へ
「
ナ
ン
バ
ー
」
「
印
鑑
」
を
持
参
し

て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

総
務
部
市
民
税
課
諸
税
係
(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
二
三
三
有
線
②
O
六

二

)

市
は
、
上
回
電
報
電
話
局
管
内
の
電

話
加
入
権
の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま

す
。〈

日
時
・
場
所
〉

一
一
月
二
十
六
日
附
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
、
市
役
所
四
階
第
一
会
議
室

〈
方
法
と
台
数
〉

入
札
、
三
台

〈
公
売
公
告
の
場
所
〉

一
月
は
市
税
最
後
の
納
期

今
月
の
納
税
は
固
定
資
産
税
(
都
市

計
画
税
)
四
期
分
、
公
共
下
水
道
負
担

金
四
期
分
、
国
民
健
康
保
険
税
九
期
分

な
ど
、
一
般
市
税
最
後
の
納
期
で
す
(
国

保
税
十
期
分
を
除
く
)

未
納
の
人
は
、
二
月
末
日
ま
で
に
完

納
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
特
別
の
事

情
な
ど
に
よ
り
、
納
入
で
き
な
い
と
き

一
月
中
に
完
納
を

は
、
総
務
部
収
税
課
収
税
係
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

(
宮
⑫
四
一

O
O内
線
二

四
0
・
二
四
三
・
二
四
固
有
線
②
O
六

九

二
マ
中
学
生
納
税
標
語

納
税
を
済
ま
せ
て

ふ
れ
あ
う
市
民
の
心

第
四
中
学
校
、
小
林
明
夫
君

し
た
が
、
今
年
は
、
税
制
改
正
に
よ
る

地
方
税
法
の
国
会
審
議
が
遅
れ
期
日
に

間
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
四
月
に
延
期

し
て
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
と
な
り
ま

し
た
。
く
わ
し
く
は
、
決
ま
り
し
だ
い

広
報
う
、
え
だ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
役
所
お
よ
び
豊
殿
、
塩
田
、
川
西

の
各
支
所
、

，上
国
税
務
署
、
上
小
地
方

事
務
所

な
お
、
公
売
当
日
ま
で
に
、
滞
納
者

が
完
納
し
た
場
合
は
、
公
売
を
中
止
し

ま
す
の
で
、
入
札
ご
希
望
の
人
は
事
前

に
お
問
合
せ
く
だ
き
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

総
務
部
収
税
課
収
税
係
(
宮
⑫
四
一

O
O内
線
二
四
固
有
線
②
O
六
九
二

…0.

市りんの
物
姦
総
務
総一uh--0
・一

総
見
積
一
参
加
織
レ
的
懇
滋
…

五
十
一
年
度
、
市
へ
物
口
聞
の
納
入
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
「
見
積
参
加
願
」

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
次

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
提
出
期
間
〉

三
月
三
十
一
日
ま
で
。

期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
方
で
、
市

の
規
則
に
基
づ
く
資
格
審
査
に
よ
り
、

資
格
を
有
す
る
業
者
は
、
市
で
発
行
す

る
「
見
積
参
加
願
」
提
出
事
業
所
名
簿

(市
役
所
で
使
用
)
に
登
載
し
ま
す
。

〈
提
出
先
〉

市
役
所
会
計
課
用
度
係
(
窓
口
八
番
)

〈
必
要
な
書
類
〉

ω見
積
参
加
願
、

ω営
業
概
要
調
書
、

ω事
業
経
歴
書
、
刷
納
税
証
明
書

(事

業
税
、
市
町
村
税
、
固
定
資
産
税
、
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
税
)
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50年国勢調査人口概数
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調 世
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男 |
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上 昭和45年 26，601 47，534 51. 965 99，49S 

田 昭和50年 29，645 50，70C 54.447 105，147 

市 増加率 11.4% 5.7% 

長昭和45年 499，516 936，354 1，020，56 1， 956， 91~ 

野 昭和50年 542，52E 972，603 1， 044， 941 2，017，54 

県 増 加 * 8.6% 3.19<: 

Bt5手口45年 18，03 34，88 38，78S 73，67 

県 昭和50年 19，021 35，45C 38，497 73， 95~ 
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訂
正
と
お
わ
び

一
一
月
一
日
発
行
の
第
七
一
二
号
の
発

行
日
「
二
月
十
六
日
」
は
「
二
月
一
日
」

六
ペ
ー
ジ
「
成
人
式
を
見
な
お
そ
う
」

二
段
目
の
「
「
市
民
会
館
は
、
来
年
」
は

「
市
公
民
館
は
、
来
年
」
の
誤
り
で
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

h
a
J

・叫・s

，、.d
'
a
s

‘
.4・九・d
、
.4電・J
‘.J
・‘.d
R

・J・‘

.3、.4・、.d
‘.J
・‘.，‘

.4・‘

.4‘.J・、

.u

一
条
)
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
し
、
環
境
し
た
。
心
な
い

衛
生
上
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
い
や
が
ら
せ
に

市
で
も
上
田
公
園
、
原
町
四
ツ
角
、
こ
の
ほ
か
に

別
所
温
泉
な
ど
六
か
所
に
公
衆
便
所
を
入
れ
ら
れ
た

を
設
置
し
、
利
用
者
の
便
宜
を
図
っ
た
び
た
び
あ
り

て
い
ま
す
。

便
槽
に
顔
を
入

皆
き
ん
も
旅
先
や
、
買
物
に
出
て
障
害
物
を
取
り

公
衆
便
所
が
な
か
っ
た
り
、
あ
っ
て
こ
ん
な
こ
と

も
汚
物
が
あ
ふ
れ
で
い
た
り
、
戸
や
カ
か
。
子
供
な
ら

ギ
が
こ
わ
れ
て
い
て
利
用
で
き
ず
困
い
た
ず
ら
と
し

っ
た
経
験
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

に
残
念
で
す
。

一
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
す
。
原

公

衆

便

所

も

市

民

の

尊

い

税

金

に

一

町
の
公
衆
便
所
(
水
洗
)
が
詰
り
、
汚
よ
っ
て
設
置
、
管
理
さ
れ
て
い
る
財
一

物
が
あ
ふ
れ
で
使
え
な
く
な
り
、
原
産
で
す
。
わ
が
家
の
ト
イ
V
を
使
う
一

因
を
調
べ
た
ら
、
週
刊
誌
を
タ
オ
ル
と
同
じ
気
持
ち
で
、

清
潔
に
使
い
ま
一

で
包
み
便
槽
に
押
し
込

ん

だ

た

め

、

し

よ

う

。

叫

パ
イ
プ
が
詰
り
あ
ふ
れ

で

た

も

の

で

山

V
た
ば
こ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う
。

V
た
ば
こ
消
費
税

一
年
間
で
二
億
二
千

万
円
が
市
の
収
入
に

1日

市 |

課|

100 I 

!制|

字です。

(十124)
(+ 61) 
(+ 63! 
(+ 44) 
(ー 3)
(ー 9)
(ー 34)
(- 4) 
月比


	昭51年01月01日0710号01
	昭51年01月01日0710号02
	昭51年01月01日0710号03
	昭51年01月01日0710号04
	昭51年01月01日0710号05
	昭51年01月01日0710号06
	昭51年01月01日0710号07
	昭51年01月01日0710号08
	昭51年01月16日0711号01
	昭51年01月16日0711号02
	昭51年01月16日0711号03
	昭51年01月16日0711号04
	昭51年02月01日0712号01
	昭51年02月01日0712号02
	昭51年02月01日0712号03
	昭51年02月01日0712号04
	昭51年02月01日0712号05
	昭51年02月01日0712号06
	昭51年02月01日0712号07
	昭51年02月01日0712号08
	昭51年02月16日0713号01
	昭51年02月16日0713号02
	昭51年02月16日0713号03
	昭51年02月16日0713号04
	昭51年02月16日0713号05
	昭51年02月16日0713号06
	昭51年02月16日0713号07
	昭51年02月16日0713号08
	昭51年02月16日0713号09
	昭51年02月16日0713号10
	昭51年03月01日0714号01
	昭51年03月01日0714号02
	昭51年03月01日0714号03
	昭51年03月01日0714号04
	昭51年03月01日0714号05
	昭51年03月01日0714号06
	昭51年03月01日0714号07
	昭51年03月01日0714号08
	昭51年03月16日0715号01
	昭51年03月16日0715号02
	昭51年03月16日0715号03
	昭51年03月16日0715号04
	昭51年03月16日0715号05
	昭51年03月16日0715号06
	昭51年03月16日0715号07
	昭51年03月16日0715号08
	昭51年03月16日0715号09
	昭51年03月16日0715号10
	昭51年04月01日0716号01
	昭51年04月01日0716号02
	昭51年04月01日0716号03
	昭51年04月01日0716号04
	昭51年04月01日0716号05
	昭51年04月01日0716号06
	昭51年04月01日0716号07
	昭51年04月01日0716号08
	昭51年04月01日0716号09
	昭51年04月01日0716号10
	昭51年04月01日0716号11
	昭51年04月01日0716号12
	昭51年04月16日0717号01
	昭51年04月16日0717号02
	昭51年04月16日0717号03
	昭51年04月16日0717号04
	昭51年04月16日0717号05
	昭51年04月16日0717号06
	昭51年04月16日0717号07
	昭51年04月16日0717号08
	昭51年05月01日0718号01
	昭51年05月01日0718号02
	昭51年05月01日0718号03
	昭51年05月01日0718号04
	昭51年05月01日0718号05
	昭51年05月01日0718号06
	昭51年05月01日0718号07
	昭51年05月01日0718号08
	昭51年05月16日0719号01
	昭51年05月16日0719号02
	昭51年05月16日0719号03
	昭51年05月16日0719号04
	昭51年05月16日0719号05
	昭51年05月16日0719号06
	昭51年06月01日0720号01
	昭51年06月01日0720号02
	昭51年06月01日0720号03
	昭51年06月01日0720号04
	昭51年06月01日0720号05
	昭51年06月01日0720号06
	昭51年06月01日0720号07
	昭51年06月01日0720号08
	昭51年06月01日0720号09
	昭51年06月01日0720号10
	昭51年06月01日0720号11
	昭51年06月01日0720号12
	昭51年06月16日0721号01
	昭51年06月16日0721号02
	昭51年06月16日0721号03
	昭51年06月16日0721号04
	昭51年06月16日0721号05
	昭51年06月16日0721号06
	昭51年06月16日0721号07
	昭51年06月16日0721号08
	昭51年07月01日0722号01
	昭51年07月01日0722号02
	昭51年07月01日0722号03
	昭51年07月01日0722号04
	昭51年07月01日0722号05
	昭51年07月01日0722号06
	昭51年07月01日0722号07
	昭51年07月01日0722号08
	昭51年07月16日0723号01
	昭51年07月16日0723号02
	昭51年07月16日0723号03
	昭51年07月16日0723号04
	昭51年07月16日0723号05
	昭51年07月16日0723号06
	昭51年07月16日0723号07
	昭51年07月16日0723号08
	昭51年07月16日0723号09
	昭51年07月16日0723号10
	昭51年08月01日0724号01
	昭51年08月01日0724号02
	昭51年08月01日0724号03
	昭51年08月01日0724号04
	昭51年08月01日0724号05
	昭51年08月01日0724号06
	昭51年08月01日0724号07
	昭51年08月01日0724号08
	昭51年08月01日0724号09
	昭51年08月01日0724号10
	昭51年08月16日0725号01
	昭51年08月16日0725号02
	昭51年08月16日0725号03
	昭51年08月16日0725号04
	昭51年08月16日0725号05
	昭51年08月16日0725号06
	昭51年09月01日0726号01
	昭51年09月01日0726号02
	昭51年09月01日0726号03
	昭51年09月01日0726号04
	昭51年09月01日0726号05
	昭51年09月01日0726号06
	昭51年09月01日0726号07
	昭51年09月01日0726号08
	昭51年09月16日0727号01
	昭51年09月16日0727号02
	昭51年09月16日0727号03
	昭51年09月16日0727号04
	昭51年09月16日0727号05
	昭51年09月16日0727号06
	昭51年10月01日0728号01
	昭51年10月01日0728号02
	昭51年10月01日0728号03
	昭51年10月01日0728号04
	昭51年10月01日0728号05
	昭51年10月01日0728号06
	昭51年10月01日0728号07
	昭51年10月01日0728号08
	昭51年10月01日0728号09
	昭51年10月01日0728号10
	昭51年10月16日0729号01
	昭51年10月16日0729号02
	昭51年10月16日0729号03
	昭51年10月16日0729号04
	昭51年10月16日0729号05
	昭51年10月16日0729号06
	昭51年10月16日0729号07
	昭51年10月16日0729号08
	昭51年10月16日0729号09
	昭51年10月16日0729号10
	昭51年11月01日0730号01
	昭51年11月01日0730号02
	昭51年11月01日0730号03
	昭51年11月01日0730号04
	昭51年11月01日0730号05
	昭51年11月01日0730号06
	昭51年11月01日0730号07
	昭51年11月01日0730号08
	昭51年11月10日号外01
	昭51年11月10日号外02
	昭51年11月10日号外03
	昭51年11月10日号外04
	昭51年11月16日0731号01
	昭51年11月16日0731号02
	昭51年11月16日0731号03
	昭51年11月16日0731号04
	昭51年12月01日0732号01
	昭51年12月01日0732号02
	昭51年12月01日0732号03
	昭51年12月01日0732号04
	昭51年12月01日0732号05
	昭51年12月01日0732号06
	昭51年12月01日0732号07
	昭51年12月01日0732号08
	昭51年12月16日0733号01
	昭51年12月16日0733号02
	昭51年12月16日0733号03
	昭51年12月16日0733号04
	昭51年12月16日0733号05
	昭51年12月16日0733号06
	昭51年12月16日0733号07
	昭51年12月16日0733号08

